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2、学校教育法（昭和 22年法律第 26号）に基づく大学又は旧大学令（大正 7年勅令第 388号）
に基づく大学において、心理学、教育学若しくは社会学を専修する学科又はこれらに相
当する過程を修めて卒業した者
3、医師　（以下略）について
・ ここでも児童福祉司の資格条件として芸術、とりわけ、美術の教育過程がありません。
人間は誰でも食うために食っているのではなく、美しさを目指して生きているはずです。
ですから、教育心理学や教育学や社会学を支えているのは美意識であるはずです。です
から「美しさとは何か」も知らずに美しさを求めた教育活動を行っているとしたら、「水
の中の月」を目指しているようなもので、いつまでたっても現実的な教育活動は出来ま
せん。「美しさとは何か」を「美学」で学んだり「美術心理学」・「美術福祉学」で美意
識について学んでこそ美に近づくことが出来るのです。そうして、その美意識に基づい
て、児童の福祉活動を行えば、今まで意識することの出来なかった児童の魅力が発見出
来るかも知れません。
第 4節　児童相談所、福祉事務所及び保健所
〔児童相談所の設置〕
第 15条　都道府県は、児童相談所を設置しなければならない
〔児童相談所の業務〕
第 15条の 2　児童相談所は、児童の福祉に関する事項について、主として下記の業務を
行うものとする。
1、児童に関する各般の問題につき、家庭その他からの相談に応ずること。
2、児童及びその家庭につき、必要な調査並びに医学的、心理的、教育学的、社会学的及
び精神保健上の判定を行うこと。
3、児童及びその保護者につき、前号の調査又は判定に基づいて必要な指導を行うこと
4、児童の一時保護を行うこと。（以下略）
・ この中で、必要な医学的、心理的、教育学的、社会学的及び精神保健上の判定を行うの
に、美術心理学的判定を加える必要があると思います。なぜなら、人間は誰でも究極的
願望として、「美しくなりたい」と願っているのですから、美しさを意識的に学んだ上で、
それを基礎意識にして判定する必要があるからです。また、児童や保護者に対して指導
をする時にも、「美とは何か」を知って指導するのと知らないで指導するのでは、大空
に浮かぶ本物の月を指さして月の説明をするのと、水に浮かぶ幻影の月を指さして月の
説明をするくらいの違いがあります。
〔児童相談所の所長及び所員の資格〕
第 16条の 2　児童相談所の所長及び所員は、事務吏員又は技術吏員とする。
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②　所長は、左の各号の 1に該当する者でなければならない。
1、医師であって、精神保健に関して学識経験を有する者
2、学校教育法に基く大学又は旧大学令に基く大学において、心理学を専修する学科
　又はこれに相当する過程を修めて卒業した者
3、2年以上児童福祉司として勤務した者又は児童福祉司たる資格を得た後 2年以上所員
として勤務した者
4、前各号に準ずる者であって、所長として必要な学識経験を有する者
③　判定を掌る所員の中には、前号第 1号に該当する者又はこれに準ずる資格を有する
者及び同項第 2号に該当する者又はこれに準ずる資格を有する者が、それぞれ 1人以
上含まれなければならない。
④　相談及び調査を掌る所員は、児童福祉司たる資格を有する者でなければならない。
〔以下略〕について
・ 大学における教育内容について、特に人間全般にわたる児童福祉司は、人間の基本的存
在意識である美について学ぶ必要があり、すべての人が望む美しさの基本理念を学んで
おかないと、児童との正しい関係を築くことができるはずがありません。ですから、美
学・美術心理学・美術福祉学を必修科目にすることが望まれます。
　その外、特に最近問題になっている虐待も、美についての正しい意識を持っていれば、
かなりの件数が減ると考えられます。なぜなら、カントが「美とは生命を促進させる感
情である」と言っているように、美は、自己肯定的感情から起こる人間尊厳の上に成り
立つ意識的存在だからです。それに比べて醜とは、生命を減退させる感情ですから、恨
み、憎しみ、殺人などの自己否定的感情から起こる非難、悪口などになると思われます。
ですから、美についての徹底的学習が、個人的にも社会的にも麗しい人間主義に基づく
豊かな感情を築くことになるでしょう。
2　美術のための福祉活動について
　今までは、美術活動自体が福祉活動に関係する現実と可能性について考えてきましたが、
ここでは美術の円滑な活動のためには、美術活動そのものが福祉活動の対象にならなくて
はならないことについて述べようと思います。なぜなら、美術は農業などのように生活維
持のための食料を作り出すことも出来ませんし、工業製品のように人間生活を豊かにする
物を作ることによる利潤によって生活を豊かにすることもできません。美術家は、美術作
品を制作して、それを販売したお金で生活しなくてはなりませんが、その作品購入する人
の気持ちは、おそらく、人間精神の豊かさを求めた教養人の福祉活動のようなところがあ
るからだと思うのです。
　たとえば、美術家が制作した作品を 1億円で購入する場合には、まず、購入する人に 1
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億円以上のお金がなくてはならず、その作品を購入することで教養人が豊かな精神生活を
得られることが出来なくてはならず、そのことによって美術家が、さらに優れた作品を創
る支えにしなくてはならないでしょう。つまり、この過程は、損得だけを考えた行動では
なく、又、善悪だけを考えた行動でもなく、人間として最も高尚な美を求めた結果生まれ
る福祉的精神が必要になるのです。
　ところで、福祉活動には、1）相互扶助によるもの　2）慈善事業によるもの　3）立法
化によるものがありますから、このことについて説明したいと思います。
1）相互扶助によるもの
　相互扶助の基本は人間関係です。人間関係には、家族、同族、組合、国、などがありま
すが、そこでは、付き合い、手伝い、加勢などの相互扶助に基づく冠婚葬祭、農作業、治
山治水、祭り、各種行事などの協力体制や、時には労働力の協同分配や収穫物の均等配分
などがあり、その中に美術活動が組み込まれていました。たとえば、冠婚葬祭や祭りなど
では、儀式に使うものとしての美術品が求められました。今日盛んに行われている「ねぶ
た祭り」も美術品の集合祭りのようですし、全国で行われている花火も美術品としての鑑
賞が求められています。
　原始時代の相互扶助は、家族や同族で助け合うことが基本でしたが、そこには宗教意識
があり、それに基づいて美術品の制作が求められました。封建時代になると講や村を中心
とした助け合いが中心になり、そのために協力する気持ちよりも組織としての機能が求め
られました。たとえば、その村祭りでは、だれが何をするかが明確にされ、そこには美術
製作に携わる人が配置されて生活が確保されていました。しかし、病気や家事都合により
手伝う事が出来なければ非難を受けることを覚悟しなくてはならず、ひどい時には村八分
にされることもありました。それが近代の民主主義体制になると、生活協同組合、厚生年
金法、健康保険法、共済組合法などによる法律によって相互扶助が行われるようになりま
したが、ここでは、その組織体に入っていなければ相互扶助を受けることは出来ませんか
ら、美術家も、美術教師・公務員・各企業の社員になって生活している人もいます。
　しかし、本物の美術表現を求めて孤高の中で制作する美術家のような存在は、この恩恵
すら受けることが出来ず、ひどい場合には餓死してしまう場合もあります。つまり、今ま
で人間関係によってなされていた運営が、法によって行われるようになったために、返っ
て餓死させる人を作り出してしまうと言う本来の福祉活動とは逆転した状況が生まれてい
るのも確かな事実なのです。ですから、美術関係に携わる人を保護するために、芸術院会
員などと言う特殊な保護政策だけではなく、文化庁が行っている国外・国内派遣の制度を
拡大した芸術家福祉法などの創設が期待されます。ここでは、優れた美術的能力があると
判定された人には、「衣・食・住」の保障をして、その見返りに国の美術福祉活動などに
関与させる方法などが検討されなくてはなりません。
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2）慈善事業によるもの
　慈善事業には様々なものがありますが、その代表的なものには宗教的な慈善事業があり
ます。ここでの福祉活動は、憐憫や愛他心に基づく宗教者の側からの一方的な援助関係が
存在するところに特徴があります。つまり、優れたものが劣るものに経済的、精神的援助
をすることが必然的行動として要求されるのです。そのための行為の 1つとしての慈善
活動です。慈善とは、「気の毒に思って助けること。情けをかけること」ですから、生活
において気の毒な人に経済的援助をすることや、教養のない人に精神的充足を求めて宗教
教育を行うことや、病気の人に薬を与えて治すことを通じて宗教的権威を持たせることが
頻繁に行われました。そのための具体的活動の 1つとして美術活動がありました。まず、
建物を作り、その中に宗教教義と同じ内容の作品を視覚的に表現して判りやすく説明した
り祈りの対象としての作品を創りました。
　しかし、それだけでは、すべての人々に教義を浸透させることが出来ませんから、どう
しても権力者と結びつき権威を高めることによって慈善活動の円滑な活動が求められまし
た。そうすると、人間救済と言う慈善活動が政治的に利用され、本来の宗教精神が失われ
てゆきました。つまり、人間完成としての目標であるものが、人間を盲目にさせるという
逆転した行動を取るように要求されるようになりました。ここでは考えることを止めさせ、
ひたすら祈ることによって心身共に救済されると信じ込ませたのです。こうなると、人々
は宗教的中心者の意のままに動く人形になり、権力者にとっては理想の支配形態になりま
したが、ここに至っては、本来の慈悲心は失われ、宗教家は宗教的権威に基づく形式的慈
善行動を取るようになってしまいました。そうして、ひどい場合は病気の人に、薬ではな
く「札」などを渡して回復すると信じ込ませましたが、ここでも美術家による「札を作る・
絵を描く」などと言う美術制作が求められました。つまり、出来るだけ美しい「札」を作
ることによって人々に本当に薬が効くかのような錯覚を与えたのです。
3）立法化によるもの
　近代に入り人権意識の高まりと共に作られたもので、人間の福祉と権利としての社会福
祉意識が成立して、幸福追求と生活権という普遍主義的人権を確保して擁護することを目
指すことが福祉活動の目的理念になりました。しかし、日本における実情は政治的救済の
原型である厳しい調査に対応できない場合や、計算上、「資産・収入」が保護の基準を少
しでも上回る場合には、保護の申請を却下することや、保護は国が与える恩恵であるから
感謝することを要求したり、保護の受給は恥じであると言う意識が、結果的に生活保護に
対する人権的視点の欠如を今でも抱えているところに問題が隠されています。このために、
本来受給を受けなければならない美術家までもが受給を受けることができず餓死してしま
う現状があります。なぜなら、法律には感情がないからです。美術家は理性に支えられた
感情の塊のようなところもあり、美術品を制作するためには人一倍の苦労をするにも関わ
共栄学園短期大学研究紀要　第 25号　2009
―　134　― ―　135　―
らず、生きるための現実生活の方法はよく知らない人もいるのです。そのために、美術制
作に打ち込めば打ち込むほど日常生活から離れて行き、最後には餓死してしまうのです。
ですから、これからの立法化に対する提案は、美術家もきちんと福祉政策の恩恵が受けら
れる様に工夫しなくてはならないでしょう。そのための一例が、相互扶助のところで述べ
たように、これからは、芸術家福祉法のようなものを立法化してほしいと思います。ここ
では、医者育成のための方法と同じように、国は芸術家の育成を図る見返りに、彼らに国
の福祉活動に参加させるような方法を創りだせばよいと思います。もっと具体的に言えば、
たとえば、国立美術大学に入学した人の授業料は全員免除にして、1年～ 2年生は、基礎
の勉強をして、3年生以上になると具体的実践として国の行うイベントの美術作品制作に
関与させるなどして実践的教育を行うなどの考え方です。そうして、優秀な学生は、国の
美術機関に採用などして美術活動を継続させるなどするのです。そうして、一度でも国家
機関で働いた人には、芸術家福祉法によって 1年間「衣・食・住」の保障（再費可能）を
するのです。たとえば、その数が年間 1万人にいたとして、その人々に年間 2百万円の
捕助を行うと、1年間に 2百億円の経費がかかりますが、この費用は軍事費の 0.01％に過
ぎません。このことによって、死滅するはずの財源を生きた財源にすることができるので
す。そうして、ついには、文化福祉大国日本として世界に理想的な国を築くことができる
はずです。
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